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◆ 主 な 内 容◆
◇会長あいさつ、市長あいさつ…………………P. 2

◇市長への意見書の提出、他……………………P. 3

◇花と緑の環境美化コンクール…………………P. 4

◇まこも栽培に関する補助について　他………P. 5

◇農業委員会活動報告、他………………………P. 6
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
的
に
流
行
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て

人
々
の
生
活
・
社
会
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
、
例

年
に
比
べ
ま
す
と
実
施
で
き
る
行
事
等
に
制
限
は
あ
り
ま
し
た
が
、
担
い
手
農
家
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
者
の
促
進
な
ど

農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年

度
よ
り
令
和
２
年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画
で
農
地
利
用
実
態
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
市
内
の
農
地
１
筆
毎
に
現
在
の
利
用
状
況
、
今
後
の
利
用
意
向
を

確
認
し
、更
な
る
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
た
め
の
重
要
な
調
査
に
な
り
ま
す
。

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
農
地
所
有
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
及
び

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
農
畜
産
物
の
需

要
の
落
ち
込
み
な
ど
、
農
業
経
営
者
の
自
助
努
力
だ
け
で
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
構

造
改
革
を
さ
ら
に
加
速
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
り
、
潮
来
市
農
業
発
展
の
た
め

よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
公
私
と
も
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
市
政
運
営
、
特
に
農
業
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
農
業
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
自
粛
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
以
上
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策

へ
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
農
地

の
荒
廃
地
の
ほ
か
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
や
農
地
集
積
・
集
約
化
、
産

地
間
競
争
な
ど
厳
し
い
状
況
が
伺
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

連
携
し
な
が
ら
安
定
し
た
農
業
経
営
と
強
い
競
争
力
が
必
要
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
最
速
で
お
盆
前
に
収
穫
が
出
来
る
極
早
生
『
一
番
星
』
や
地
域
オ
リ
ジ
ナ

ル
米
『
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
』
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
自
慢
の
潮
来
米
を
消
費
者
に
お

届
け
出
来
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
販
路
拡
大
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
農
業
政
策
と
し
て
『
ま
こ
も
』
の
安
定
供
給
の
た
め
の
圃
場
拡
大

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。『
ま
こ
も
』
は
多
種
多
様
な
料
理
に
合
い
、
繊

維
質
や
た
ん
ぱ
く
質
、ビ
タ
ミ
ン
、カ
リ
ウ
ム
な
ど
を
含
む
ヘ
ル
シ
ー
な
健
康
食
材
で
す
。

中
華
料
理
な
ど
で
調
理
さ
れ
、
何
に
で
も
合
う
食
材
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、『
ま
こ
も
』
を
栽
培
し
て
い
た
だ
く
農
家
の
皆
様
に
市
独
自
で
補
助
金
を
交
付

い
た
し
ま
す
。
こ
の
補
助
金
を
有
効
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
お
米
と
並
ぶ
潮
来
市
の
代

表
特
産
物
と
し
て
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
飛
躍
で
き
る
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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■議案審査の状況を公表します。■議案審査の状況を公表します。

農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

審　査　項　目 7月 8月 9月 10月 11月 12月
農地法第 3条
（農地のままでの権利の移転） １件 １件 ３件 １件 ３件 ４件

農地法第 4条（自己転用） ２件

農地法第 5条
（権利の移転を伴う転用） ２件 １件 ２件 ３件 １件

利用権の設定
（農業経営基盤強化促進法による）２件 １７件１０７件２６件２８件２０件

農地の現況確認証明 １件 ２件

その他 １件 １件 １件

農地法の許可申請等は、毎月次の
日程で行われています。

　締　切　日　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　随　時
　現地調査日　　　毎月１７日
　総　会　日　　　毎月２５日

※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、
変更になります。

農業委員会総会日程農業委員会総会日程 期間：令和２年7月～令和２年12月

― 潮来市の農業振興に向けて ―

　潮来市農業委員会は、令和2年11月25日、原
浩道市長へ「令和３年度潮来市農地等利用最適
化推進施策に関する意見書」を提出しました。
　この意見書は、農業委員会等に関する法律第
38条第1項に基づくもので、農地等の利用の最
適化の推進等の改善についての意見を取りまと
め、農業委員会より、市長へ提出するものです。

主な意見の項目は次のとおりです。
１．米づくりに対する支援について
　　（１）米の直接支払交付金に代わる新たな制度の創設、価格補償等につき検討してください。
　　（２）カメムシ防除について、地域毎の一斉防除等の体制整備を検討してください。

２．担い手に対する支援について
　　（１）新規就農者等の育成・確保のため、各種支援につきまして検討してください。
　　（２）認定農業者等、地域の担い手に対し、市単独で農業機械・施設の整備に対する補助事

業等の拡充につきまして検討してください。
　　（３）小規模農家に対して、農業機械、施設の整備に対しての支援を検討してください。

３．担い手への農地集積・集約化に対する支援について
　　（１）農地中間管理事業の制度について周知徹底を図られたい。
　　（２）簡易な土地改良事業に対する支援を検討してください。

４．遊休農地の解消に対する支援について　
　　（１）担い手農家が遊休農地等を借り受けて耕作をする場合に、抜根、整地に係る経費につ

いて、市単独の助成制度の創設等を検討してください。

潮来市農地等利用最適化推進施策に関する意見書を提出
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農
業
者
年
金

農業者年金で安心で豊かな老後を !　●農業者年金の６つのポイント●
① 農業者の方なら広く加入できます
② 少子高齢化社会に強い積立方式・確定拠出型
③ 保険料の額は自由に決められます
④ 終身年金。80歳前に亡くなられても遺族に死亡一時金があります
⑤ 支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象となります
⑥若年層には保険料の国庫補助による手厚い政策支援

【お問い合わせ先】
　潮来市農業委員会
　（TEL:0299-63-1111
　　　　内線270,272）

●農地の貸し手
　・設定した地代は、機構から確実に支払われます。
　・公的機関なので、安心して貸付が出来ます。
●農地の借り手
　・長期の借入期間により（原則１０年）安定した
営農が可能です。

　・地代は、機構がまとめて支払っていただき、機

構が貸し手へ個別に支払います。
●借り受ける農地の主な基準
　・農業振興地域の農地であること
　・再生作業が著しく困難な遊休農地でないこと

農地中間管理事業を活用して皆さんの農地を活かしましょう!
農地中間管理事業は、貸し手と借り手（認定農業者等）の間に、農地中間管理機構が入り、借
り手にまとまりのある形で農地を利用できるよう貸し付ける事業です。

主
な
メ
リ
ッ
ト  ※詳しくは、潮来市農政課

　　（☎ 63-1111）までお問合せ下さい。

　令和２年11月27日（金）水戸市内において、「チャレンジいばらき県民運動のつどい」が開催さ
れ、【花の部】「第48回花と緑の環境美化コンクール表彰授与式」が行われました。
　応募多数の中、潮来市農業委員会の管理する道の駅いたこ前の花壇が、「茨城県花き園芸協会長
賞フラワーロードの部」を受賞しました。
　当委員会では、５年前より、毎年５月と11月の年２回、委員全員及び地域ボランティアの協力を
得て季節感豊かな花の植付けを行っています。その際、参加してくださる皆様に花苗を配布し、花
いっぱい運動を地域に広げる活動を行っております。
　水かけ、除草作業等の管理につきましては、班編成をして、毎週日曜日に交代で行っています。
今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により、集団での活動が制限され、花壇の管理にも影
響がありましたが、感染拡大防止に努めながら花づくりに取り組んでいます。
　道の駅いたこに来るお客様や鹿島スタジアムに
応援に来てくれるサポーター、また、一昨年は茨
城国体に全国から参加した選手及び関係者の方々
を花壇整備し、歓迎おもてなしをしました。
　今年は、昨年延期になった東京オリンピック
（サッカー：鹿島スタジアム）も開催予定ですの
で、継続的に花壇を整備し世界中から参加する選
手及び関係者の方々を歓迎おもてなしできればと
思います。 景観形成委員長　関沢　勝衞　

花壇コンクール表彰式花壇コンクール表彰式



潮来農委だより（5） 令和３年 1月 12 日

農地を相続したら、農業委員会に届出が必要です！
平成21年12月15日の農地法の一部改正により相続等で農地の権利を取得した者は、農業委員
会にその旨を届出することが必要になりました。

届出の書類
・農地法第３条の3第１項の規定による届出書
・相続したことが確認できる書面
　（登記完了証の写し等）

届出の期限
・農地所有者の死亡を知った日から10カ月以内

届　出　者
・相続、遺産分割で取得した方
・時効取得した方
・法人の合併、分割等により取得した方

届　出　先
・農地の所在する農業委員会

※法務局への相続登記完了後の提出となります。

詳しくは「潮来市役所  農政課  農政G」まで

まこもの需要が高まっています！
現在、潮来市では「水郷潮来MYSTERY プロジェクト」が進行中です。
このプロジェクトは、まこもの若葉をパウダーに加工して、商品開発を行っています。また、10月17日に放映
された NHK「おはよう日本」にもまこもたけが取り上げられ、パウダー関連商品もまこもたけも売れ行き好
調です。

潮来市農家さん

まこもを栽培しようと思うんだけど、
どんな人が対象になるの？

潮来市在住で、市内の農地で作付を行っている方が
対象になります。

潮来市農家さん

補助を受けられる要件は？

◆新たにまこもたけを 500 ㎡以上作付すること
◆3年以上継続してまこもたけを栽培・出荷すること
が要件になります。

潮来市農家さん

いつまで補助が受けられるの？

令和 3年度から令和 5年度までの 3年間です。

潮来市は新たにまこも栽培に
取り組むみなさんを応援します。

を 500 ㎡以上作付すること

令和 3年度から令和 5年度までの 3年間で

◆3年以上継続してま

潮来市在住で、市内の農地で作付を行っている方
対象 す

まこも栽培に関する補助が始まります！！

詳しくは「潮来市役所 農政課 農政G」まで　
ＴＥＬ：０２９９‐６３‐１１１１　ＦＡＸ：０２９９‐８０‐１１００
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編
集
後
記

皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、以
前
と
は
全
く
異
な
る
年
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
感
染
拡
大
前
の
姿
に
戻

る
こ
と
は
難
し
い
と
ま
で
言
わ
れ
る
程
、
世

界
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
働
き
方

や
暮
ら
し
方
、
人
と
の
関
わ
り
方
と
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
そ

の
様
な
中
で
も
、
私
た
ち
農
業
委
員
・
推
進

委
員
は
田
畑
の
見
回
り
や
各
相
談
な
ど
で
地

域
農
業
が
持
続
的
な
発
展
を
し
て
い
く
た
め

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
５
年
前
か
ら
管
理
を
し
て
い
る
道

の
駅
前
の
花
壇
の
花
植
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

季
節
豊
か
な
花
の
植
え
付
け
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
心
が
和
む
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
令
和
２
年
は
「
花
と
緑
の

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
「
茨
城

県
花
き
園
芸
協
会
長
賞
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の

部
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
早
い
終
息

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　昨年の10月27日に潮来小学校の1・2年生79名が大生地内の再生された畑でイモ堀りを体験しま
した。イモ堀り体験学習も８年目になりました。
　例年では、６月にイモ苗植え体験も実施していましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症の
ため、児童は参加せずに農業委員・農地利用最適化推進委員の
みで実施しました。
　当日は、天候にも恵まれ、６月に植えた３種類のサツマイモ
（シルクスイート、紅あずま、紅はるか）の収穫を行うことが
できました。コロナウイルス感染症対対策のため、分散しての
参加となりましたが、１年生ははじめてのイモ堀りで苦戦しな
がら、２年生は経験を活かし慣れた様子で、それぞれ楽しそう
にイモを掘っていました。

潮来小１・２年生がイモ掘りを体験 ― 耕作放棄地解消事業 ―

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分)

行
方
地
域
協
議
会
理
事
会

農
地
部
会

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

８
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

農
業
者
年
金
研
修
会

農
地
部
会

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

９
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

農
地
利
用
状
況
調
査
（
潮
来
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
津
知
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
大
生
原
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
香
澄
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
八
代
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
延
方
地
区
）

市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
・

事
務
局
長
会
議

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

サ
ツ
マ
イ
モ
試
し
掘
り

農
地
部
会

道
の
駅
い
た
こ
収
穫
祭
に
参
加
（
サ

ツ
マ
イ
モ
の
販
売
）

10
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
：
イ
モ
掘
り

体
験
学
習（
潮
来
小
児
童
・
大
生
地
内
）

道
の
駅
い
た
こ
花
壇
の
植
替
作
業

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

11
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

８
月
5
日

17
日

18
日

24
日

９
月
17
日

18
日

25
日

28
日

29
日

10
月
1
日

2
日

5
日

6
日

16
日

19
日

25
日

26
日

27
日

11
月
13
日

16
日

25
日

市
長
へ
の
意
見
書
の
提
出
（
市
農
業

施
策
に
関
す
る
意
見
）

広
報
委
員
会

第
48
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式

広
報
委
員
会

市
長
表
敬
訪
問
（
花
と
緑
の
環
境
美

化
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
）

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

令
和
２
年
度
人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
質

化
セ
ミ
ナ
ー

広
報
委
員
会

12
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

仕
事
納
め

仕
事
始
め

新
規
就
農
者
訪
問

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

農
業
委
員
会
会
長
研
修
会

茨
城
県
農
政
活
動
推
進
本
部
第
109
回　

代
議
員
総
会

新
春
農
政
懇
談
会

行
方
地
域
儲
か
る
農
業
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム

１
月
定
例
総
会

11
月
25
日

27
日

12
月
11
日

16
日

17
日

18
日

23
日

28
日

4
日

13
日

18
日

20
日

22
日

25
日 事

業
予
定
（
令
和
３
年
）


